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【手続補正書】
【提出日】平成24年6月1日(2012.6.1)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数の転送元バス制御装置と複数の転送先バス制御装置とが階層バスを介してデータを
送受信する情報処理装置であって、
　前記複数の転送元バス制御装置毎に設置された情報保持回路と、
　前記複数の情報保持回路を相互に接続可能な専用バスと、
　前記複数の転送元バス制御装置毎に設置され、前記各転送元バス制御装置の接続先とし
て前記専用バスおよび前記階層バスのいずれかを選択するバス選択回路と、を備えている
ことを特徴とする情報処理装置。
【請求項２】
　請求項１の情報処理装置において、
　前記情報保持回路内にデータが存在することを対応する前記転送元バス制御装置に通知
する通知バスを備えている
ことを特徴とする情報処理装置。
【請求項３】
　請求項１の情報処理装置において、
　前記転送元バス制御装置のアクセス先を、前記転送先バス制御装置から前記複数の情報
保持回路のうち当該転送元バス制御装置が要求するデータを保持している情報保持回路に
変更するアドレス管理ディレクトリを備えている
ことを特徴とする情報処理装置。
【請求項４】
　請求項１の情報処理装置において、
　同一のデータを要求する２以上の前記転送元バス制御装置のうち最初に要求する転送元
バス制御装置以外の転送元バス制御装置の要求を待機させる外部アクセスアドレスモニタ
を備え、
　前記バス選択回路は、前記外部アクセスアドレスモニタの出力信号によって制御される
ことを特徴とする情報処理装置。
【請求項５】
　請求項１の情報処理装置において、
　前記専用バスはリングバスである
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ことを特徴とする情報処理装置。
【請求項６】
　請求項１の情報処理装置において、
　前記専用バスはメッシュバスである
ことを特徴とする情報処理装置。
【請求項７】
　請求項１の情報処理装置において、
　前記複数の転送元バス制御装置は第１の転送元バス制御装置および第２の転送元バス制
御装置を含み、
　前記第１の転送元バス制御装置によるデータの情報処理が完了すると、制御情報フォー
マットに前記第２の転送元バス制御装置に関するアドレス情報を設定している場合、前記
バス選択回路は前記専用バスを選択し、前記第１の転送元バス制御装置は前記第２の転送
元バス制御装置の前記情報保持回路へ前記第２の転送元バス制御装置が処理するのに必要
なデータとして前記情報処理後のデータを転送する
ことを特徴とする情報処理装置。
【請求項８】
　複数の転送元クラスタ制御装置としての請求項１の情報処理装置と複数の転送先バス制
御装置とが第２の階層バスを介してデータを送受信する情報処理システムであって、
　前記転送元クラスタ制御装置毎に設置されたクラスタ情報保持回路と、
　前記複数のクラスタ情報保持回路を相互に接続可能な第２の専用バスと、
　前記転送元クラスタ制御装置毎に設置され、前記各転送元クラスタ制御装置の接続先と
して前記第２の階層バスおよび前記第２の専用バスのいずれかを選択するバス選択回路と
、を備えている
ことを特徴とする情報処理システム。
【請求項９】
　請求項８の情報処理システムにおいて、
　前記第２の専用バスはリングバスである
ことを特徴とする情報処理システム。
【請求項１０】
　請求項８の情報処理システムにおいて、
　前記第２の専用バスはメッシュバスである
ことを特徴とする情報処理システム。
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